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１．研究計画の概要 
多細胞生物の成体の組織において、血液、
皮膚、生殖細胞などが継続的に生産され
続けているのは、それぞれに自己再生能
と分化能を持つ未分化な幹細胞が存在
しているためである。これらの幹細胞は
ニッチと呼ばれる特別な微小空間で維
持されていることが明らかになりつつ
ある。ショウジョウバエの生殖幹細胞
（GSC）とニッチは、雌雄ともに形態的
に容易に同定できるため、ＧＳＣ／ニッ
チ・システムの最も優れたモデルである。
我々は、ショウジョウバエの GSC/ニッ
チを in vitro で再構築し、始原生殖細胞
が GSC に移行するメカニズムや GSC の
維持・分裂におけるニッチ細胞との細胞
間相互作用や、分化過程を細胞および分
子レベルで明らかにする。  
 
２．研究の進捗状況 
メスのニッチ細胞由来の安定的な細胞
株を樹立することに成功した。既に当研
究室で樹立した卵巣性体細胞幹細胞の
細胞株を用いて、これらの細胞で発現し
ている遺伝子の網羅的な解析、プロファ
イリングを行った。その結果、ニッチ細
胞で発現が際立っている遺伝子につい
てその機能を明らかにした。また、始原
生殖細胞の分裂に関与している成長因
子の役割についても明らかにした。さら
に、メスでは in vitro で卵原細胞特有の
同調的不完全分裂を誘導するシステム
を構築した。オスでは、精原細胞の不完
全分裂、減数分裂さらには最終的な精子
へ分化する過程を in vitro で再現し、精
原細胞の分裂・分化過程には、エクダイ

ソンが重要な役割を果たしていること
を明らかにした。  
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
in vitro で、ショウジョウバエの GSC/ニッチ
を再構築し、幹細胞とニッチ細胞の相互作用
および分化過程を解明することを目標とし、
以下の成果を得た。 
（１）少数の細胞及び組織からニッチ細胞あ
るいは生殖幹細胞を培養し、細胞株化する方
法を確立した。 
（２）その結果、メス配偶子幹細胞のニッチ
細胞である Cap 細胞およびエスコート細胞
由来の細胞株の作成に成功した。 
（３）ニッチ細胞、エスコート幹細胞および
濾胞幹細胞由来の細胞で発現する遺伝子を
網羅的に解析し、これらの細胞で発現する遺
伝子やシグナル伝達様式の相違を明らかに
することができた。 
（４）メス始原生殖細胞の幼虫期での成長因
子の役割を明らかにした。 
（５）ハーバード大医学部との共同研究によ
り、OSS 細胞で機能する non-coding RNA を
明らかにした。  
（６）培養細胞への遺伝子導入法を確立した。 
 
４．今後の研究の推進方策 
（１）オスのニッチ細胞由来の細胞株の樹立
を目指す。 
（２）オスのニッチ細胞で発現する遺伝子の
プロファイリングを行い、メスのデータと比
較し、雌雄間のニッチの共通遺伝子や性特異
的遺伝子を同定する。 
（３）精子形成におけるエクダイステロイド



のシグナル伝達の詳細を明らかにする。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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